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令和元年度第１回女川町総合教育会議会議録 

 

１ 招集月日 令和元年７月１日（月） 

２ 招集場所 女川町生涯学習センター 研修室１・２ 

３ 出 席 者 須 田 善 明 町長 

村 上 善 司 教育長 

横 井 一 彦 教育委員 

平 塚 征 子 教育委員 

阿 部 喜 英 教育委員 

新 福 悦 郎 教育委員 

４ 欠 席 者 なし 

５ 参 考 人 なし 

６ 事 務 局 伊 藤 富士子 教育総務課長 

中 嶋 憲 治 生涯学習課長 

小 楠 健 太 教育監 

今 村   等 教育総務課課長補佐 

７ 傍  聴 ３名 

８ 開  会 午後１時 00分 

教育総務課長 ただ今から、令和元年度第１回女川町総合教育会議を開催いた

します。 

なお、会議は原則公開としておりますので、ご承知おきをお願

いしたいと思います。 

暫時、事務局において進行をさせていただきます。 

まず、開会に当たりまして、本会議を開催いたします女川町長

須田善明からご挨拶を申し上げます。 

９ 町長挨拶  

町長 では皆様、一言ご挨拶を申し上げます。 

令和元年度になりまして初めてとなります総合教育会議、教育

委員の皆様にはお忙しい中ご出席をいただきまして、ありがと

うございます。 

常に、毎月定例の委員会もあろうかと思いますが、その他行事

等でも様々にご指導、お力添えをいただいておりまして、本当

にありがとうございます。 

現場の先生方の頑張りもあって、子供たちも、例えばスポーツ

では、残念ながらの結果の部分はありましたが、優勝して県大

会というような立派な成績を残してくれた子供たちもいらっし

ゃいますし、また学習面でも、今日傍聴いただいておりますが、

向学館をはじめ、これもいろいろなお力添えがありまして、結
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果は結果でまたいろいろかと思いますが、しっかり学びの姿勢

というのでしょうか、そういうことが高まっているということ

で、うれしく思っております。 

また社会教育全般ということでも、いろいろな方々が地域内で

活動をいただき、町の形も大体のところが出来上がってきまし

たが、さらにどう利活用していくかということにいろいろ取り

組んでいただいておりまして、そのこともうれしく思っている

ところでございます。 

今日、報告事項、協議事項とそれぞれございますが、その他で

すとかこういうところで、決まった議事以外のところでもいろ

いろお話が出てくればありがたいと思います。実はそういう話

がすごく大切なのかなというふうに思っております。 

大きい事業としては、この報告にもございますが、小・中学校

の建設状況ということと、議題には載っていませんが、また運

動施設ということで、今、清水公園でのグラウンド整備の設計

等も進んでいるところでございます。こういうハードは、一歩

一歩様々な国のご支援等もありまして進んでいっているわけで

ございますが、それをいかに活用していくか、その場から、い

い学び、経験、いろいろな新しい動き、価値、こういうものを

どれくらい生み出していけるか、使っていけるかということが

一番大切になってこようかと思います。 

全体が出揃うまで今しばしの時間がありますが、出揃ってから

ではなくて、これまで小・中学校の取り組みなどもちろんそう

なのですが、今のうちからということをしっかりやっていくこ

とも重要視させていただきながら今後取り組んでいければと思

いますので、今日は様々な視点からご意見、お話をいただけれ

ば大変ありがたく思っておりますので、よろしくお願い申し上

げます。 

以上、開会に当たりまして、ご挨拶とさせていただきます。 

教育総務課長 ありがとうございました。 

続きまして、教育委員会を代表いたしまして、教育長よりご挨

拶をお願いいたします。 

10 教育長挨拶  

教育長 改めまして、こんにちは。 

教育委員の皆様には大変忙しい中、足を運んでいただきまして

本当に感謝申し上げます。 

また、町長におかれましては、主催者でございますが、忙しい

中どうもと言うのもおこがましいのでございますが、時間を割
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いていただきまして、感謝申し上げる次第でございます。 

私から申すまでもなく、本会議は、大津市のいじめ事件に端を

発しまして、教育委員会のあり方等が問われ、もっと首長部局

と話し合うべきではないかということで国が設定した会議とい

った方が早いかもしれません。 

ただ、本町に限って言わせていただければ、私はいろいろな場

で言わせていただいているのですが、私よりも場合によっては

町長の方が情報を持っている場合があると。どうしてですか、

それは言えませんというようなことで言っているのですが、終

わってから実は保護者なんですということを言うとびっくりさ

れるのですが、町長とはいろいろな面で情報交換をさせていた

だいたり、ご指導をいただいているところでございます。 

町長が「町のへそ」に学校を造るということをおっしゃられて

からもう８年の歳月が流れましたが、ご覧のように工事は、後

でお話をさせていただきますが、順調にスタートしているとこ

ろでございます。 

その工事状況を窓から見られるというのはあまり経験できない

ことで、自分としてはうれしく思っているところでございます。

ただ、校舎を造ることがすべてではなくて、その中身をどうす

るかが問題であって、それを肝に銘じて、これからいろいろな

点で教育委員の皆様はじめ、町長からご意見等を出していただ

き、お話していただければと思っているところでございます。 

また今日は、女川向学館の皆様も傍聴いただきまして、本当に

ありがとうございます。あり方等について今検討しているとこ

ろでございますが、「その他」の中でいろいろ教育委員、町長か

ら何かありましたらお出しいただければと思っております。 

本当に貴重な時間を割いていただきまして、ありがとうござい

ます。今日はよろしくお願い申し上げます。 

11 報告事項  

教育総務課長 それでは、早速、お手元の次第の４番「報告事項」に入らせて

いただきます。 

(１)女川町立女川小・中学校の現状について、(２)女川町立女

川小・中学校建設工事の進捗状況について、２点を村上教育長

からご報告をお願いいたします。 

教育長 それでは、大きく「４ 報告事項」と記している「話し合い資料」

と、いつも同じようなパターンで恐縮ですが、「別添資料」を見

比べながらご報告をさせていただきたいと思います。 

なお、教育委員の皆様には重複する部分が多々ございますが、
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お許しいただきたいと思います。 

はじめに、女川小・中学校の現状についてということで、「別添

資料」の１から２ページをご覧になっていただきたいと思いま

す。 

平成 31年度・令和元年度、４月２日の時点では平成 31年度で

ございましたが、この令和元年度を加えさせていただきました

が、スタートするにあたってということで、４月２日に新しい

校長先生、教頭先生をお迎えいたしまして、すぐこのような話

し合いの場を設けさせていただきました。 

キーワードは、毎年話しておりますが、「命」、「志」、「拓」とい

うこと。そして、はじめの一歩を確かなものに。さらには、お

願いしたいことということで８点掲げさせていただいておりま

す。 

詳細については省かせていただきますが、何よりも１ページに

もありますように、施設一体型の小中一貫校開校まで、４月の

時点ではちょうど１年半ということで、今年１年、校長先生の

リーダーシップ、そして教頭先生の行動力を期待するというよ

うなお話をさせていただきました。 

続きまして、女川小学校の現況をご報告させていただきます。 

児童数は、ここに書かれているとおりで、199名。その後変わっ

ておりません。ただ、この後２名程青森県から転校してくる児

童がいる予定でございます。  

教職員は、昨年度の人事異動で大きく異動がありまして、校長

先生ほか７名の教員が異動、そして７名の教員が入ってきた状

況でございます。 

現在、教職員は、女川小学校 26名で頑張っているところでござ

います。 

休職の教員が１名おりますが、現在復帰に向けて頑張っている

ところでございます。 

昨年度、女川小学校では、病気・経済的理由以外で 30日以上の

欠席児童は、該当者はおりません。また、子どもの心のケアハ

ウス事業対象児童もおりませんが、配慮しなければならない児

童は数名おります。 

いじめ等につきましても、平成 30年度の認知件数が 47件。悪

質、陰湿、長期的ないじめは発生しておりませんが、いつも校

長先生方には、いじめは、いつ、どこでも起こるということを

肝に銘じて取り組んでほしいということを話しております。 

(５)学力関係でございます。 
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昨年度の全国学力・学習状況調査は、全国平均正答率を小学校

は下回りましたが、あと一歩という段階でございました。 

小学校、中学校では昨年度までベネッセの総合学力調査を行っ

てまいりましたが、今年度から、学校とも相談いたしまして、

小・中学校とも、東京書籍の標準学力検査を実施しております。 

小学校の方が早く結果が来まして、「別添資料」の３から４ペー

ジをご覧になっていただきたいと思います。 

これは教育委員さんにも一回出した資料ではございますが、小

学校は国語と算数、ひし形が全国の平均正答率でございます。

棒グラフになっているのが女川小学校の状況でございます。こ

れが４月の状況でございます。 

２年生、３年生は、国語はほぼ全国平均で、この辺は問題がな

いと思います。４年生は逆に算数などは若干ですが上回ってい

る。５年生がかけ離れておりますが、６年生もほぼ全国平均と

いうことで、小学校は昨年度からこのような傾向が出てきてお

りまして、これからの頑張りを期待するところでございます。 

「別添資料」の４ページをご覧になっていただきたいと思いま

す。これは早川校長先生がまとめた資料でございまして、これ

までのいろいろな推移が書かれております。 

詳細は省かせていただきますが、字が小さくて恐縮ですが、下

のところをご覧になっていただきたいと思います。 

備考、調査方法についてというところで、昨年度まではベネッ

セで扱っている総合学力調査を行っていたが、今年度より、こ

こにもありますように、教科書や単元末テストに即した内容に

なっており、より日々の授業改善に生かせるということで、昨

年度これを結構話し合ったのですが、東京書籍を使わせていた

だくことになりました。 

では、どのくらい受けているのかというと、小学校では、全国

に約 600万人の児童がいるのですが、そのうちの３％程度です。

ただ、20万人受けているということで、データ的には価値があ

るものと見ているところでございます。 

また「話し合い資料」の２ページに戻らせていただきます。 

(６)体力につきましては、昨年度、全国体力・運動能力テスト

で、その対象となるのは５年生でしたが、本町では全学年実施

しております。 

５年生は、町長にもご報告させていただきましたが、女子の握

力以外、全部全国平均を上回る結果を得ました。ほかの学年で

も、体力・運動能力面ではかなりいい結果が出ているところで
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ございます。これは業間時間の持久走、冬季間の縄跳び、そう

いうことが功を奏したのではないかと思っております。 

昨年度、これは結構自慢しているのですが、インフルエンザ等

での学級閉鎖がなかったということで、石巻地区に限っていえ

ば本町と数校しかなかったかと思います。 

それから、うみねこルールも、一部ご家庭にはなかなかご協力

をいただけないところもあるのですが、結構定着してきている

ということで、うれしく思っているところでございます。 

なお、６月 27日に小学校で、４年生の女子児童が過呼吸になり

まして救急車で運ばれるという事件がありました。救急車が出

たというのは、小学校、中学校を通して久しぶりでございまし

た。石巻赤十字病院に運ばれたのですが、結果としては、今日

学校に出てきておりますが、偏頭痛ではないかということで、

今後様子を見ていくということでございました。聞くところに

よるとお母さんも偏頭痛がひどくて、私に似たのではないでし

ょうかと話されていましたが、今後見守っていかなければなら

ないと思っております。今日から学校に出てきておりまして、

元気に学校生活を送っております。 

続きまして、中学校に入らせていただきます。 

中学校の生徒数は 120名で、変わっておりません。 

教職員は、中学校は異動が少なくて、教頭先生含め６名の教職

員が転入してきたところでございます。 

山野校長先生は４年目で、最終年度を迎えているところでござ

います。 

教職員数は 30人で、新年度に入りまして、３年生は修学旅行、

２年生は仙台合宿、１年生は松島合宿等を通して学級の基礎づ

くりを行ったところでございます。 

また、冒頭、町長のご挨拶の中にもございましたが、県大会出

場が今までにないくらい頑張ったところでございます。 

中学校にも休職中の教員が１名おりますが、現在大学院に行っ

ているのですが、そこで学んだことを別な生活ステージで活か

していきたいという本人の希望がありまして、現在、最後の調

整をしているところでございます。 

３ページに入らせていただきます。 

不登校関係では、いつも教育委員会でご報告をさせていただい

ております。平成 30年度病気・経済的理由以外で 30日以上の

欠席生徒は、１年生が３名、２年生が２名、３年生が１名、合

計６名になっております。 
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割合からすれば非常に高い割合ではございますが、一人一人を

見ますと、例えば２年生の生徒ですと、１年生の時の欠席日数

よりも少なくなっているとか、そういう傾向が出てきているの

で、長い目で見ていかなければならないと思っているところで

ございます。 

校長先生、教頭先生には、この 30日という数字にあまりとらわ

れずに、それぞれの生徒に合った指導プログラムを行ってほし

いということを話しております。 

令和元年度につきましては、１年生は、今のところ配慮しなけ

ればならない生徒は１人で、２年生はそのまま上がって３名、

それから３年生は、１名心配な生徒が入りまして、３名になっ

ております。この６名の生徒のいろいろな動向を見ながら指導

している最中でございます。 

いじめ等については、小学校同様、重大事態に発展しそうな悪

質、陰湿、長期的ないじめは発生しておりません。 

認知件数は、中学校は少なかったのですが、年４回のアンケー

トの合計で７件。７件のうち、継続指導を行っていたのが５件

あります。ただ、いろいろな後遺症というかそういうものは残

っておりません。 

学力検査については、大変教育委員の皆様方にご心配を掛けて

いるところでございますが、平成 30年度全国学力・学習状況調

査結果は、国語、数学、理科とも全国平均正答率よりも大きく

下回ったところでございます。学力の二極化への対応が課題で

ございまして、ここにおいでの女川向学館の先生方等のご協力

をいただきながら、現在も取り組んでいるところでございます。 

中学校も東京書籍の標準学力検査を実施させていただきました。

その結果が「別添資料」５ページでございます。 

中学校の場合は、１年生が４教科、２年生が５教科、３年生が

５教科になっております。見方は同じでございまして、３％か

ら５％くらいの全国の生徒が受けているのかなと、細かい資料

はまだ届いていませんので推察ですが、ただ、数はかなりある

ので、かなり信ぴょう性のあるデータになっているのではない

かと思います。 

３年生はこのような状況でございまして、昨年度の全国学力・

学習状況調査と生徒は違うのですが、同じような傾向なのかな

と見ております。 

ただ、２年生、１年生はかなり幅は少ないのですが、私が１点

校長・教頭会議でご指摘させていただいたのは、社会が各学年
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あまりにも開いているということで、社会は子供たちが勉強す

れば一番伸びやすい教科ではないかというようなお話をさせて

いただいたところでございます。 

これを踏まえて今、中学校では、県大会に向けての練習等もあ

る中でございますが、頑張っているところでございます。何と

かこの差を少しずつ埋めていきたいものだと考えているところ

でございます。 

また「話し合い資料」３ページに戻らせていただきます。 

進路指導につきましては、昨年度の３年生の進路はここにある

とおりでございまして、公立高等学校に 42名、これは全部石巻

地区の公立高等学校に進学いたしました。私立高等学校進学者

が５名、このうち１名は県外の私立高等学校に進学しておりま

す。 

それから来年度の入試につきましては、細かくは６～７ページ

にございますが、前期選抜試験、後期選抜試験がなくなりまし

て、委員の皆様あるいは町長ご存じのように、一本化になった

ところでございます。 

この前入試制度の説明会がございまして、十数名の保護者、生

徒も２名参加していただきまして、入試制度の説明があったと

ころでございます。 

学力検査と内申点等々の説明があり、それが５対５、平等にな

る学校もあれば、内申点に重きを置くとか高校によって違いま

すが、これがいよいよ本格化しまして、３年生の時から入試制

度が変わるということは大変生徒にはご迷惑をかけると思って

おりますが、頑張ってほしいと思っているところでございます。

検査日は３月４日、合格発表は３月 16日になっております。 

(７)体力については、ここに記されているとおりでございます。

以前、女子の２年生、３年生になると極端に体力が下がるとい

うことがあったのですが、それは解消されてはおりますが、ま

だまだ小学校と比べると、全国平均を上回っている種目は少な

い状況でございます。 

中学校は以上のような状況でございますが、１点気になること

というか、特別支援学級に在籍している生徒が、なかなか担任

の先生と折りが合わずに、奇声を発したりしているということ

が報告されております。この前３年生の生徒とトラブル等があ

ったりして、学校では今、特別支援学級の男子生徒１名なので

すが、見守りをしているような状況でございます。 

スタートいたしまして、３カ月が経過いたしました。冒頭、町
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長のご挨拶にもございましたが、全体的には、子供たち、小学

校、中学校とも大きな事故等もなく、元気に過ごしているとこ

ろでございます。 

ただ、全国的にはあのようにいろいろな大きな事故等があった

り、今日も仙台市での小さな子供への虐待が報道されておりま

すが、そういうことが報道されている中で、あのような事故等

が本町では起きないということは絶対言えませんので、見守っ

ていきたいと思っております。 

一方で、来年度開校する小中一貫校に向けての準備、後でお話

をさせていただきますが、特に通学方法の決定、さらには備品

関係のことで今、課長以下、頑張っているところでございます。 

女川小・中学校の現状については、以上でございます。 

(２)小・中学校の建設工事の進捗状況についてということで、

「話し合い資料」４ページと、見にくいのですが８ページ、Ａ

３判の紙をご覧になっていただきたいと思います。大変細かい

字で恐縮でございます。 

このような建設工事工程表がありまして、毎週のようにいろい

ろな打ち合わせ等が行われているところでございます。 

赤い線が引かれているところが現在の状況でございまして、５

月末では、計画では 14.8％なのですが、硬岩掘削に時間を要し

たりして 0.7％の遅れが生じてはおりますが、５月末で 14.1％

の進捗状況でございます。ほぼ順調に進んでおります。 

６月は基礎躯体工事、躯体工事等、基礎工事が行われている状

況でございます。このままいくと９月末には大体 30％、12月末

には 50％までいく予定でございます。 

なお、これは委員の皆様方からもご意見等をいただいたことが

あったのですが、児童生徒の工事現場の見学等については、も

ちろん安全面に配慮しながら、これから計画等をしていきたい

と思っております。 

それから、カタール国から多大なるご支援をいただいたのです

が、そのモニュメントの図案等については、町長にも見ていた

だきましたが、現在、カタール国大使館が本国と相談中でござ

います。これについては８月末までにご返事をいただくことに

なっておりますが、諸々今こういう状況になっているところで

ございます。 

時間が長くなってしまいましたが、以上で報告を終わらせてい

ただきます。 

教育総務課長 ただ今、教育長からご報告をいただきました２点につきまして
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ご質問等ございませんでしょうか。 

 （発言なし） 

12 議  事  

教育総務課長 それでは、質問等ございませんようなので、次に、次第の５番

「議事」に入りますが、ここから町長が議長となり議事を進行

することとなりますので、よろしくお願いします。 

町長 それでは、ここから進行を務めさせていただきますが、よろし

くお願いいたします。 

議事としては、二つですね。その他はまたのちほどということ

でございますので、まず一つ目、施設一体型小中一貫校開校準

備について、ご説明よろしくお願いします。 

教育長 議事に入る前に、冒頭町長から生涯学習関係のスポーツ施設等

のことが出されました。これにつきましては、改めて総合教育

会議の生涯学習関係でまとめて行わせていただきたいと思って

おります。総合教育会議を２回くらいほかの自治体ではやって

いるのですが、本町では３回開催させていただいておりまして、

これまで３回目に生涯学習関係を行わせていただきましたが、

今、生涯学習関係は結構大きな課題等も抱えておりまして、清

水公園、あるいは三十三観音の十二番碑が見つかったというビ

ックニュース等もあったので、次回生涯学習関係を行わせてい

ただきたいと思いますが、もし生涯学習関係がございましたら、

その他のところでお出しいただければと思っております。 

では、施設一体型小中一貫校の開校準備についてということで、

「別添資料」の９ページは前の永野指導主事に入念に作ってい

ただいた資料で、これは細かいので説明は省かせていただきま

すが、これを踏まえて現在進めているところでございます。 

平成 31 年度になっておりますが、2019 年度の５月あたりのと

ころ、左の方でございますが、やっております。 

今一番取り組んでいかなければならないことは、児童生徒の通

学方法についてでございます。 

「別添資料」の 10から 11ページは、教育委員さんには一度お

示ししている資料ではございますが、では現在どういうことの

話し合いをして、あるいはどういうことで悩んでいるかをお話

させていただき、教育委員、町長からもご意見等をいただけれ

ばと思っております。 

まず、指定通学路２㎞圏内は徒歩ということについては、確認

済みでございます。 

あと、通学路をどのように指定、引くかということについては、
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現在小学校でやっておりまして、できるところからとにかくや

っていこうということで、この総合教育会議が終わったら具体

に動かしていきたいと思っております。 

原則行政区ごとに決めていきたいと思っているのですが、例え

ば女川南区は当然なのですが、徒歩と。ただ、その中で、浦宿

一区、浦宿三区で２㎞を超える児童がいる。その場合どうする

かということで、今やりとりしているのですが、中学校の教頭

先生あたりは中学校は歩かせていいからということになってい

ますが、諸々今いろいろな意見をいただいているところでござ

います。 

もう一つ出されたのが、石浜地区。通学路は真っすぐで問題な

いのですが、これから街灯等も付きますということでは話して

いるのですが、あそこはあまりにも民家等がないので、小学校

の低学年を歩かせるのはちょっと大変なのではないかという意

見をいただき、今、小学校と話し合いを行わせていただいてい

るところでございます。今朝ほども仲松教頭と話したのですが、

低学年というのはどこで切ったらいいでしょうという話になっ

ていて、稲井小学校は１年生は歩かせているという話をしたと

ころでございますが、その辺のこと。それから、総合教育会議

が終わったら、まず中学校の生徒に、生徒会役員を中心に自転

車通学について少し振ってみたいと思っております。 

諸々そういうところを今進めているところでございまして、私

個人的には、課長にも話しているのですが、夏休み中あたりま

でには一回固めたいということで、そして、できれば寒くなら

ないうちに試行をしてみたいとは考えておりますが、その辺の

ご意見等をお聞きできればと思っております。 

また、課長の一番の心配ですが、冬の通学路の点検をしなけれ

ばならないのではないかということで、そういうことも大事に

したいと思っております。 

これがいろいろご意見をいただきたい１点でございます。 

それから、備品関係については、大変職員にはご迷惑をかけて

いるのですが、新しいものが揃うと。今の小学校から持ってい

くものは何か、あるいは、これからこういうものはどうなるの

か、ＩＣＴ関係はどうなるかということを今やらせていただい

ております。 

これについては、新年度の当初予算に出さなければならないも

のですから、今日も庁議で話題になったのですが、どんなに遅

くても10月までにはまとめなければならないということで現在
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やっております。 

それから、カタール国とのやり取りで「はっ」としたのですが、

開校式はいつですかと言われて、これは早く決めなければなら

ないのだなと思いました。そういうことも今やっております。 

なお、ソフト面につきましては、概ね今のところ順調でござい

ます。 

まず、小・中学校の合同授業研究会は、昨年度もやっておりま

すし、今年も１回目が終了したところでございます。小・中合

同引き渡し訓練も、１回目が終わりました。授業乗換えという

か、中学校の先生が小学校に行ったり、小学校の先生が中学校

に行ったりということで、今年は既に、中学校の教頭先生が美

術専門なので、小学校で美術の授業をさせていただきました。 

あと、ここにもあるようなことを今現在行っているところでご

ざいます。 

ただ、私が一番懸念しているのは、今年いらした先生方の意識

高揚というか、啓発というか、そういうことがこれから大事な

のかなと思っているところでございます。 

諸々そういうところを踏まえまして、現在、来年度２学期から

スタートする小中一貫校に向けて準備しているところでござい

ますが、何かあとお気づきの点とか、こういうところはどうな

っているかとか、そういうことがあったらお願い申し上げます。 

以上でございます。長くなりました。 

町長 ということで、議事の一つ目が今ご説明がありました。通学方

法のところがメインではありましたが、それ以外の検討の必要

なものについての話もございました。 

これについて、まずは通学方法についていろいろご意見等をい

ただき、その次に全般ということで進めていきたいと思います。 

通学方法について、素案ということでありましたが、これは教

育委員会の中でもいろいろお話はされてきてはいるんですよね。

下手をすると私が座長をしながら一方的に聞いて終わってしま

うのもどうかなと思いますので、改めて何か、まず教育委員の

皆様からご意見というのでしょうか、懸念、あるいは留意すべ

き点とか、そういうところがもしありましたらご発言をいただ

きたいと思うのですが、いかがでしょうか。 

新福委員 指定通学路２㎞圏外の中学生の自転車通学について、生徒会に

働きかけるというそのような説明をされましたが、非常に良い

取り組みではないかなと私も思うのですが、その期待というか、

意図というか、生徒会がどういうふうなまとめ方をすることを
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教育長先生として考えられているのか、そのあたりを説明して

いただけますか。 

教育長 今の生徒会は本当にやる気がありまして、生徒会担当者が名刺

を作るくらい一生懸命になってやっているんです。ただ、３年

生の生徒会役員は新校舎には入らないのです。２年生からなの

ですが、最低 10年後を見据えて、あなた方には何かを残してほ

しいという意図も随分あるのですが、学校に残してほしいと。

それで一つは通学方法を、生徒会役員が言ったから決めるとい

うことではないということはもちろんお話をさせていただきま

すが、何とか生徒の手で、どういう手法を使って彼らがやるか

非常に楽しみにしているのです。あるいは簡単に返ってくるか

もしれないのです。その時は本当にこれでいいかということで

揺さぶりを掛けたりしながら、彼らのやる気というか、そうい

うものを非常に大事にして、それを踏まえて、可能な限り私の

方で頑張って、生徒が決めた方法でやらせたいのですが、その

ためには、事前に先生方とある程度の打ち合わせも必要なので

すが、そこは内々には既に話しておりまして、教頭にも話して

いるのですが、あの子供たち、特に３年生に対する思いという

のが何回も言っているようにあるものですから、あの子供たち

が決めたんだというものを残させたいというのが一番でござい

ます。 

それと一緒にケータイ・スマホの問題も、何とか生徒会あたり

が中心になって大人を変えていくくらいのことができないかと

いうことも、この話し合いの場で話そうかと思っております。 

そのくらい意欲を持ってやっているのです。だから、２年生の

生徒会役員はご存じのようにいるのですが、何とかあの３年生

に、校舎には入れないのだけど、何か大きなものを残させたい

と。あるいは、それがそのまま適用されなくても、この辺は生

徒が考えたんですよということをずっと言いたいという思いは

あります。 

町長 生徒自身がいろいろルールを決めていくというのはすごく意味

があることです。結果、では自転車通学を認めろとなって、ヘ

ルメット代くらいは町で何とかすべきだろうなとは思いますが、

実は事前にこういう内容でということで事務局から説明があっ

た時にお話をしたのですが、例えば、これは子供たちだけでな

くていいと思うのですが、高台ということで電動アシスト付き

自転車への補助とか、例えばですが、そういうことは十分検討

されていいかなとは思っています。 
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ただ、子供たち自身がまずこうじゃないかと考えてくれること、

またその結論がまずは最初だと思いますので、意思表明をして

おきたいと思います。 

教育長 出す時に、ただどうだと聞くと、「いい、悪い」となるので、そ

うではなくて、仮に自転車になったらヘルメットは必ずかぶら

なければならないと。それから保険に入らなければならないか

もしれないとか、あるいは道路交通法が変わったんだとか、そ

ういうことをしっかり説明したいと思います。 

さらには、女川町は、石巻市の河南とか桃生とは違って、平ら

ではないと。そういうことを踏まえて、５年後 10年後も踏まえ

た時に女川中生がいいような結論を出してほしいというような

持っていき方をしようかなと思っております。 

その時に町長はこういうことをおっしゃっていますよというこ

とも話そうかなとは思っていますが、結構あの役員たちは真剣

になって考えてくれるかなと思っております。 

ただ、どういう結論が出るかはちょっと想像がつきませんね。 

平塚委員 生徒数の何割くらいなんですか。地区の自転車通学の台数とし

て。 

教育長 離半島地区は原則だめなので、２㎞圏外となると何人もいない

んです。この前の教育委員会で地区ごとの生徒数の一覧表を渡

させていただきましたが、離半島地区を除いて、あと安住は、

自転車通学はどうするか。生徒は難しいと思うので、そうする

と浦宿一区、三区。だから生徒の中には、聞いたこともあるの

ですが、みんな歩かせた方がいいんじゃないですかという意見

も出ていることは確かです。何人もいないと思います。後で正

確に教育委員会で報告させていただきます。 

教育総務課長 ５月末で今徒歩通学をしているのが、小学校、中学校で約２割

くらいです。残り８割はスクールバスの利用だったり保護者の

送迎だったりとなっています。 

教育長 中学校はバス通学が 93名、徒歩は 24名しか今はいないんです。

もちろん平塚委員お分かりのように、この近辺の子供たちなの

ですが。この 93名のうち２㎞を超える子供たちが何人いるかは

これから正確に把握しなければならないのですが、地区ごとで

やっていけば一番分かるかなと思っております。そうすると多

分旭が丘の一部も入るのです。あと浦宿一区と浦宿三区、その

辺になると何人もいないような感じなのです。 

では、その子たちだけでいいのかということも教頭とは話して

おります。校長先生からは、だったらみんな許可してもいいの
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ではないかという意見も出ているし、生徒からそういうふうに

出てくるかどうかは別にしましても、それはそれでまた検討し

なければならないことだと思っております。 

ちなみに桃生中あたりは距離に関係なく、自転車通学はフリー

になっていますので、１㎞でも自転車通学ＯＫみたいな形にし

ている学校もあります。 

これは結構いい子供たちの議論というか、そういうことにさせ

たいと前々から思っておりました。それと先生方がうまく話し

合いをもっていって、そういうことでやると。それからもう一

つ、スマホ問題なども考えさせるということで、後半もってい

きたいと思っております。前半はどうしても中総体などがあっ

たので、こちらも遠慮していたところがあったのですが。 

阿部委員 私個人的には、徒歩２㎞圏内という線の引き方自体も、どうな

のかなと。別に現実的に今だと、浦宿駅、尾田峯あたりからだ

ったら十分普通に歩ける距離だと思いますので、バチッと切ら

ないで、とりあえず現実的に歩けるところはここのエリアだよ

というふうな指定の仕方をするというのが一つと、山野校長先

生の案に賛成で、基本自転車フリーという、子供によって選択

させるというか、家庭に選択させるという方法の方が個人的に

はいいのではないかなと思います。 

どのみち高校に入ると皆さん自転車を使って浦宿駅や女川駅ま

で行かれる子が多いのですが、その乗り方は非常に、うちの子

も含めてなのですが、よろしくないところがあるので、逆に中

学校でしっかり乗り方であるとかそういうところを学ぶといい

ますか、そういう場があると、高校に入ってからも上手な乗り

方をしてくれるのではないかというふうに思います。 

教育長 何人もお聞きしているわけではないのですが、地域の方からは、

今まで乗っていないから、危ないから乗せるなというような意

見があるのですが、これは個人的には違うかなと思って、安心

安全は第一なのですが、そういうことを経験させないことには

覚えていかないので。だったらみんなスクールバスでいいので

はないかということにはならないと思うんですね。そこは、小

学校では今自転車教室をやっていますので、そういうことを積

み重ねていくしかないと思っております。 

そこを生徒たちがまずどういうふうに捉えてくれるかある面で

楽しみなのですが、もう少し時間をいただきたいと思っており

ます。 

ただ、地形的なことが一番ほかとは違うのかなとは見ています。
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だから町長がおっしゃった電動アシスト付き自転車というのは、

場合によっては非常に効果的というか。 

町長 鍛えたい人は普通のものに乗るということですよね。 

教育長 区長さんあたりに聞くと、危ない、やめさせろと言うのが多い

のです、正直。 

横井委員 世代の感じ方というか、多分私も区長に近い方なので分かるの

ですが、今の小学校でも低学年とか、あるいは低学年のお子さ

んを持つご父兄の感覚というか話し合いも、少し余計めにとい

うと変ですが、どこかで、先程言ったように、中学３年生が決

めました、そういったことを小中一貫校で学んでいきましょう

というのも一つ大事なことなのですが、それぞれの、あまり細

かくてもあれなので、１・２年生とか、３・４年生とか、そう

いう父兄のご意見も普段もう少し学校で吸収できるような仕組

みがあればいいのかなと。よくあるのが、どうしても決まって

から、ああだこうだと不平不満がいろいろな形で出てくると。

直接誰か偉い方に行って、あれはおかしいとかこれはどうのと

かとよくあるパターンになりがちなのですが、できれば時間の

あるうちにいろいろな形で試行錯誤して意見を出させてという

形で、できればスタートが切れれば理想なのかなと思ったりも

します。 

教育長 全くおっしゃるとおりで、私、生徒会の意見だけで決定という

のではなくて、もちろん一方で保護者や、ＰＴＡの準備委員会

が今ありますので、そこにかけて、保護者の意見等も踏まえ、

また子供たちの意見も踏まえ、あるいは教育委員会等こういう

会議を踏まえて、最終決定はこちらでしなければならないので

すが、そういう手順を踏んでいきたいと思っております。 

横井委員 不審者なども含めて、いつも自分も配達をしていて思うのは、

普段のこういうふうに天気が良くて、夕方７時近くまで明るい

時は何ら正直問題はないですが、先程話に出たように４時半あ

たりから暗くなったりとか、あるいはなかなかの天候悪化とな

ってくると、普段だったら全然２㎞もというような場面でも、

だいぶ子供たちにはいろいろ影響があるのかなと思いますので、

そういったところで、ではどうするみたいなところを柔軟にい

ろいろ、ご家庭を含めて対応ができるような状況であればいい

のかなと思います。 

教育長 ２㎞の根拠というのは確かに、学校設置基準や通学路に関して

いろいろ文科省で出しているものでは、４㎞とか６㎞というこ

とになっているのですが、本町の地形状を考えた時に、学校を
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町の真ん中に造って、1.5 ㎞圏内と２㎞圏内ということで検討

させてもらった結果であって、では２㎞と３㎞はどう違うのか、

1.5 ㎞と２㎞はどう違うんだと言われると厳しい状況はござい

ますが、妥当なところで２㎞くらいは。それから、これは議会

からも出たのですが、小学校と中学校で同じでいいのかとかそ

ういうことはありましたが、少なくとも女川町で考えた時に、

２㎞ぐらいは歩いていいのではないかという感じなのです。だ

から強い根拠というかそういうものは、ご指摘いただければ確

かにそこは、理由づけというかそういうことはちょっと苦しい

ところはあるかもしれませんが、地形的に見て大体この辺まで

でいいのではないかという感じで。それで話を進めていくうえ

で、やはり行政区は、例えば旭が丘はみんな徒歩でいいとか、

そういうまとまりでやった方がいいのではないかということで

はなったのですが。 

横井委員 こちらの入り口の人はＯＫで、奥地の人は。 

教育長 どこでなったかなんていうことは、議論はありました。 

町長 自転車通学は、車で通っている時に他地区を見るのですが、雨

が降った場合は合羽ですか。どうやっているのですか。 

教育長 原則は合羽なのですが、なかなか今、合羽を着て通学している

生徒は見たことがないです。 

町長 その時はどうやって。 

教育長 みんな送っているんです。桃生あたりのことをいうと、小型ト

ラックに自転車を載せて、送っていって、帰る時に晴れれば、

その自転車に乗ってくると。帰る時に雨が降っていれば、また

小型トラックで行って自転車を載せると。ほとんど送ります。

あと稲井は、あそこが一方通行になっているようで、あそこを

ぐるぐる回っているようでございます。 

ですから合羽を着て通学しているというのは１割いないと言っ

ていました。数えるくらいしかいないと。 

町長 自分たちの時代でどうしても思ってしまうのだけど、今、自分

の子供を見ていると、荷物多いんですよね。昔に比べると、全

部持って帰らなくていけなくて、なぜ持って帰らなければいけ

ないのだろうと逆に私は不思議でしょうがないのですが、全部

持って帰るんですよね。辞書から何から。私の時は全部置いて

いて、必要なものだけやっていたけど、つまりすごい重量なん

ですよね。手に持つものもいっぱい。そう考えると、自転車で

逆に大変な人もいるのかなと思ったり。 

教育長 それで荷台にやると運転が危なくなるとか、後ろに積むところ
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がないということで、桃生あたりでは必ずリュックサックにす

るとなったのだけど、結局ロッカーとかにみんな置いていて、

いくらでも身を軽くしてということがあって、これは今も大き

な問題になっています。 

それで文科省でも、小学校低学年はランドセルが重すぎるとい

うことで、６㎏も背負ってどうするのだということで、町長が

おっしゃったように、学校に置いていいようなことを推奨して

いるというか、もしあのまま部活の準備と授業の準備を持って

自転車となると、正直大変です。 

その辺は稲井中学校、河南東中学校あたりに聞くと、荷台に入

れたり背負ったりしていると言っていました。 

平塚委員 月曜日と金曜日は体育着とか給食着がありますから、今日も交

通安全指導をしている時に、小学 1年生が両手に持って、ラン

ドセルを背負って歩いて、結構大変かと思いました。 

町長 実際になったらどうなるのだろうみたいなところも含めて、多

分いろいろ意見なり観点があろうかと思うので、先程横井委員

からありましたが、子供たちの自主性というのもそうですが、

またいろいろなお声を聞きながら決めていく。その中でも、た

だ危ないからみたいな話というのはちょっと違うのだろうなと

は思うので、だったらその危なさをどうやったらきちんと抑え

られるのか、ヘッジできるのかとか、そうならないようにどう

するかとか、仕組みとかの面できちんと整えられるものもある

でしょうから、そういう観点でぜひ進めていきたいと思います。 

ちなみに私の家は学校からすると旭が丘の一番遠いところだか

ら、まさに２㎞以上になるのかなと。昔は小乗から旧一小まで

徒歩で小学校１年生も通学していたのだから、２㎞は。 

次にいきます。 

その他、準備という部分で何かご質問なりお気づきの点ですと

か、確認も含めてということですが、何かありましたらぜひお

願いしたいと思います。 

調達関係の準備は順調というか。順調かどうかは別にして。 

教育長 課長を中心に今やっていますが、課長から備品関係の調達につ

いてお願いします。 

教育総務課長 備品の関係につきましては、今、ＩＣＴと、それから什器関係

ですか。児童生徒の机、イス、それからロッカー等、それから

調理場の備品関係、教材備品、そういったものを整理しながら、

購入手続きをするための今精査を行っているところです。いず

れ現在使っている学校にある備品関係で、引き続き転用して使
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うもの、それから使用に耐えられないので廃棄した後に購入し

ようというような備品関係がございますので、そういった備品

の整理をこれから行って、受注生産になるものですから、品数

も多いのですけれど、今年中に発注できるような事務管理をと

っていきたいと思っています。 

町長 お願いしたいと思います。 

その準備、先程の話と絡むのですが、駐輪場は用意していたの

ですか。 

教育長 ないです。 

町長 自転車通学を認めるといったら、ＭＡＸ350 台分くらい、そう

はならないでしょうけれども、極端にいえばそういうふうなこ

とになりますね。スペースは確保しうるのですか。 

教育長 当初は下、ただ下、下と言ってきたのですが。 

教育総務課課長補佐 河南東中学校は、校舎は上ですが、駐輪場は下なんですね。で

すから当初、昨年、議会とこういう話し合いをした時は、町有

地で空いている土地があるということで、そちらに、下側に止

めて、あと鍵を掛けて、できるだけ歩く区間をつくろうという

ような計画はしていました。 

教育長 それに併せて、通学バスも、当初は駅前と考えたのですが、あ

そこは降りたら、生徒はあそこを絶対横断すると思うんです。

だったら鷲神の方の町有地というか、下がすぐ県有地なんです。 

教育総務課課長補佐 県有地、道路のこちらの方が町有地です。 

教育長 県有地にするか、どちらにするか分かりませんが、とにかくあ

ちらに止めて、そこからあの坂を上らせたいということで、そ

こは譲らないかなと思っております。バス３台については。 

今、今村課長補佐からありましたが、駐輪場というか、最後の

場合は、町有地になると思うのですが、そこまで歩かせたいと

は思っております。 

町長 そうすると整地その他、整地というか、予算が必要になります

よね。いつぐらいになったら。結構そうすると早めに決めなけ

ればならないですよね。設備面も。すみません、行政的な話に

なって恐縮ですが、補正組んで、設計やって、工事やってとい

って、間に合わなければならないとすると、秋口には遅くとも

通学方法で、何を許容して、何を許容しないか。許容する範囲、

やはり早めですね。 

河南東中学校でしたか、今言ったのは。屋根付いているんです

か。（「付いていますね」の声あり）付いている。 

教育長 西側というか、和渕から来たところと鹿又から来たところの両
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方あるんです。（「２カ所」の声あり）２カ所あるんです。そこ

で屋根が（「波板ですね、トタンの」の声あり）あれが付いてい

ます。当時私がお世話になった時には 400人いたので、大体う

まく 200ぐらいずつ分かれていました。あそこの坂は結構ある

ものですから、必ず上らせて、遅刻の生徒は走らせると。これ

は余談ですけど。（「いやいや、大切なことです」の声あり） 

阿部委員 駐輪止めとか置いていませんでしたか。 

教育総務課課長補佐 私、校長先生に聞いた時は、あそこは本当に地元の方だけなの

で、コンクリートのたたきにただ止めるような形になっていま

す。 

ただ、高橋校長先生、前、中学校の校長先生だったものですか

ら、女川の場合は観光客の方々が来るので、おそらくある程度

きちんと止める形でやっていかないと、盗難という可能性はあ

りますよねという話はいただきました。 

町長 下のところだと、今、むしろ一般利用も前提に組んだ方がいい

のかなと思ったのですね。そうするとあの辺、鷲神側限定です

が、お買い物系がこれから充実していきますので、そうすると

いろいろなものとの施設とか人の流れというのは、実は結構逆

にいい感じでミックスされる可能性もありますよね。前向きな

方向に。 

教育長 いわゆるコミュニティ、町を活性化するということで、自転車

で通ろうが、歩いて通ろうが、それは子供たちがいろいろ活性

化させるということではいいと思うのですが、私個人的には一

方で子供たちの体力面ということもあったものですから、結構

徒歩にはこだわってきたのですが、駐輪場は作るが、これは、

町長もおっしゃいましたが、町民の方も利用していいんだよと

かというものにしておけば、弾力的に使えるのかなという頭は

あるのですが、あと何を優先するか、子供たちにとって何を優

先していくかだと思うので、確かに阿部委員がおっしゃったよ

うに全部フリーでもいいと、そういう考えもありだと思います。

一方で、やはり体力というか、あの坂を上らせたりすることは

絶対大事だということでやるか。あと、そこをどう折り合いを

とるかだと思っています。 

阿部委員 今のお話を聞いて、駐輪場で整備する部分とスクールバスの乗

降場所が同じみたいな形であれば、一つのたまりになるので、

それはそれで全然いい案だなというふうな印象は持ったのです

が、それを聞く前までは、逆に役場の前が乗降場所で一番適し

ているのではないかなというふうに思っていたのですね。ここ
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で降りれば、歩いてもすぐじゃないですか。子供たちのたまり

場の部分でも、安全が確保しやすい場所ではないのかなと。 

教育総務課課長補佐 議会などでも話があったのですが、ここの道路は片側だけの歩

道なんです。今、そちらの方から来る歩道がないのです。それ

で今、意外とここは役場に来るお客さんとか、平塚委員が朝交

通安全指導いただいているので分かるのですが、意外と車が多

いんです。逆にこちらで降りて、徒歩で子供たちが歩くとなる

と危ない面もあるのかなという感じがします。もう少し幅員が

広ければですが、意外と幅員が狭いんです。 

教育長 私通っているんだけど、結構車増えましたよね。 

平塚委員 今、車社会ですから。 

教育長 おっしゃるとおりです。 

諸々今のことを踏まえて、どこを乗降場所、あるいは駐輪場を

どうするかとかも含めて、ご意見をいただきながらやっていき

たいと思います。 

町長 歩道橋とかいろいろ考えてみたら、高低差があるので。今思い

つきで言っただけですので。どうやったら、だったらオーバー

パスしてしまうと、ある意味で。なかなか難しいとは思います

が。 

ほか、皆様からいかがでしょうか。ご意見はよろしいですか。 

では引き続きお話があった部分、いろいろ進めていただければ

と思います。特にあとは今後の教育委員会の中でも多分その都

度その都度お気づきの点で声がかかるかと思いますので、ぜひ

委員の皆さんからいろいろなお声をいただければと思っており

ます。 

では次に、学校における「働き方改革」についてということで、

この間出ていましたね。ＯＥＣＤでもまたぶっちぎりの１位と

いうことで出ておりました。我が町においてはどうかという話

かと思います。 

教育長からお願いします。 

教育長 「話し合い資料」５ページからになります。「別添資料」は 12

ページからになります。両方見合わせながら、いろいろご意見

等をいただければと思います。 

ご案内のとおり「働き方改革」は今、教育現場だけではなくて、

いろいろなところで話題になっているところでございます。今

本当に、町長からありましたが、ＯＥＣＤから出されたもので

は、日本の先生は世界で一番忙しい、働くということが言われ

ております。これも現実等いろいろありまして、難しさもあり
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まして、これを前面に出すと難しさもあるというか、言い方が

非常に難しいのですが、いろいろなご意見等を賜ればと思って

おります。 

５ページは、いきさつ、国の動向、県の動向について書いてお

ります。 

国の動向では、今年の１月 25日に中央教育審議会から、ここに

ありますような「働き方改革」に関する総合的な方策について

の答申がございました。 

これを受けまして、３月 18日付けで、これは教育委員会だけで

はなくて、各都道府県知事、教育委員会教育長あてに事務次官

通知が出されたところでございます。 

その中身はどういうことかというと、そこにありますように４

点ございまして、第１番目に、勤務時間管理の徹底と勤務時間・

健康管理を意識した働き方の推進が掲げられております。 

学校現場で一番問題というか課題視されているのが運動部活動、

この後に文化部の方も出されております。いわゆる部活動のあ

り方に関することでございます。平成 30年３月にスポーツ庁で

は既に、この時は運動部活動のあり方に関する総合的なガイド

ラインが出されたのですが、翌年には文化部の活動のあり方に

関するガイドラインも出ております。 

これらを受けまして県では、平成 31年度、令和になる直前でご

ざいますが、３月に、年度末に出したということで、なぜ年度

末にこういうものを出すんだという一部苦情もあったのですが、

教職員の働き方改革に関する取組方針というものを３カ年計画

で出されたところでございます。 

その目標というのが、指標といいますか、これは長時間勤務の

縮減ということで、これは県立学校に対するものなのですが、

市町村教育委員会が所管する小・中学校も同じようにというこ

とで、１カ月 45時間。とにかく時間外勤務をこれ以上超えない

と。１年で 360 時間、平均化すると月に 30 時間になるのです

が、本町では小学校は、後でも話しますが、問題ないのですが、

中学校の部活動は、45時間というと、土・日にやればすぐにな

ってしまいます。 

それから月 80時間を目標にしてやっているのですが、これを減

少させていって、令和３年度までにはゼロとするというような

指標を県が立てたところでございます。 

繰り返すようですが、これは県立学校が対象なのですが、市町

村教育委員会もそれに準ずるようにというような説明を再三再
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四受けているところでございます。 

取組の柱は、ここに４点。やはり部活動の指導が一番で、平成

30年３月に県教委から「部活動指導の手引き」等が出されてお

ります。  

６ページに入りまして、「別添資料」の 12ページに、保護者あ

てに、昨年の３月に「部活動での指導ガイドライン」というこ

とで、週当たり２日以上の休業日を設ける、夏休み等はある程

度長期の休養、オフシーズンを設けるとか、１日の活動時間は

２時間程度、休日は３時間程度、朝練習については原則禁止と

する。ただし大会などが近い時は違いますよというところが既

に出されているわけでございます。 

本町はこれに準じて行っておりまして、ただ、部活動をやると

どうしても時間が超えるというのが正直なところです。 

「別添資料」の 13 ページをご覧になっていただきたいのです

が、これは小学校における「働き方改革」の取組ということで、

教頭にまとめていただいたものでございます。 

まず、勤務時間の客観的かつ正確な記録と管理職による把握と

いうのは、時間外を書かない先生、あるいはずっと忘れている

先生もいるというようなことで、パソコンを開いたらそれが出

てくるように、小学校ではそういうシステムを作ったようでご

ざいます。 

これをタイムカードというようなことでよく言われたりするの

ですが、女川小学校と中学校１校ずつしかないところで、校長、

教頭がそれを把握できないようではまずいということもありま

して、本町ではタイムカードの導入はしておりません。 

それから２番目ですが、小学校では水曜日を定時退庁日として

おります。ほかの曜日も午後７時までには退庁できるようにと

いうことで、午後５時 15 分から７時まで大体２時間とした時

に、１週５日間あるものですから、10時間。大体４週あるので

40 時間なのです。そうすると県が示している 35 時間をオーバ

ーするような形になる。ただ、５時間は何とかやり繰りできる

のではないかということで、あまり小学校では今のところ大き

な「働き方改革」における課題等は、去年あたりからしっかり

やるようになってきたのでないのですが、ただ一方で、ここに

もありますように、外国語が入ったということで、少しそうい

う準備等をする時間がなくなってきているということも取り上

げられております。 

また、ここには書いていないのですが、先生方によっては、事
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務的処理が早い人、遅い人がいるということで、この辺のとこ

ろも、特に本町のような場合には初任層が多いということで、

その辺は何とも難しいところでございます。 

なお、会議の精選等については、これから小中一貫校になれば、

最初は少し時間は掛かるかもしれませんが、かなりこれまで精

選等をしていただいておりますので、この辺のところについて

は、これ以上切るとなると厳しいところもあるのかなと。あと

は中身、質的な向上を図っていくしかないと見ているところで

ございます。 

総じて小学校は大きな課題というのは今のところ見えないので

すが、ただ、復興加配とか、いわゆる加配教員がこれから減っ

てまいりますので、これがなくなってきた時にどうなるかとい

うことは懸念されます。 

14ページは中学校ですが、小学校と中学校の大きな違いは、部

活動があるということ。それから授業時間が、小学校が 45分、

中学校が 50分ということで、授業終了時間が遅い。そこから部

活動、それから次の授業の準備となると、自然的な流れでどう

しても中学校は、いわゆる時間外が多くなるというようなこと、

これは避けて通れない部分かなと思ってみております。 

中学校では、あまり取り組み等、小学校と比べて細かいところ

はないのですが、１点目は、教員は年間 20 日間、いわゆる有給

で年次休暇を取れますので、これを積極的に取るよう働きかけ

ているといっておりますが、これも、では今日休みますという

わけにもいかないということも聞いております。 

それから部活動等については、「部活動ガイドライン」を踏まえ

て、休み等は確実にやっております。週１回のお休みはずっと

前からやらせていただいていますし、土・日も、いわゆるハイ

シーズンでない場合は、どちらかは必ず休みにさせてもらって

います。朝練習も今はやっておりません。 

ですから、そういう中でも、土・日などに一生懸命にやってい

る先生方、あるいは教材研究を一生懸命になってやる先生方に

ついては、どうしても時間がオーバーしてしまうというのが正

直なところでございます。 

15 から 16 ページは部活動に係る活動方針ということで、石巻

地区の中学校は全部同じ方針でやらせていただいております。 

18ページ、これは教育委員には時々出しているところなのです

が、平成 30年度の在校記録一覧ということで、例えば３月まで

いた阿部教頭先生、主幹教諭、谷口先生、藤岡先生あたりの上
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の方は、80時間どころではないのですが、結構超えているとこ

ろがございます。10月あたりが多いのは、文化祭、あるいは新

人大会等があるというところでございます。 

本年度は、小学校が 19ページ。ほとんど 80時間を超えている

という先生は、４月、５月はおりません。このような状況にな

っております。 

中学校、20ページをご覧になっていただきたいのですが、教頭

先生をはじめとして、寳先生の 150時間等が際立っております

が、年度当初で進路指導主事になったとか、諸々準備しなけれ

ばならなかったのだという話はいただいております。５月はど

うしても部活動強調期間があるものですから、このような時間

になっているところでございます。これが現実でございます。 

なかなかこの解決策というか、県の方針とは結構ギャップがあ

りまして、取り組み等難しいなと思っているのですが、でも校

長・教頭会議では常にこれをチェックして、なぜこの先生が多

いかなどは常々チェックさせていただいておりますが、なかな

かこれを県の方針にまで持っていくには、まだまだ時間が掛か

るのかなという感じでございます。 

ただ、マンパワー不足ということは本町では言えないので、加

配等をもらっておりますし、町補助教員も４名程配置、あるい

は事務補助員など、本当にご理解をいただいておりますので、

あとは中身、質的向上などになっていくのかなと。無駄な会議

と言ったら失礼ですが、そういうものを省いていくしかないの

かなと思っておりますが、いわゆる側面から見ていただいて、

こういうことはどうなのか、あるいはこんなことはやっている

のかとか、やはりタイムカードはやるべきではないかとか、そ

ういうご意見等を賜ればと思っております。 

よろしくお願いいたします。長くなりました。 

町長 先生方の現場での現況というか、負担の大きさが分かるなとい

うところでございます。 

その辺ＯＥＣＤだと、授業と授業以外で分けたんですね。授業

だけ見ると、実は日本より多いところはあったのです。その時

間の関係というのは、実際にやっている中身というのですか、

その辺なのかなとあれを見ながら思いました。ただ、日本は全

体的にいったらぶっちぎりに多いというようなところでござい

ます。 

では、このことについてまた意見等々を出していただければと

思うのですが、いかがでしょうか。 
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まずは実際に業を営んでいる方から。 

平塚委員 時間だけを重要視すると、すごく質的な問題になってくると思

うのですが、学校で働く時間を短くしたら、お家へ仕事を持っ

ていくような状態になるのではないのかなと思うのです、現実。 

授業の質を高めようとしたらば、教材研究を深めなければなら

ない。そのためには、学力向上というと、小テストとかいろい

ろなことをやったら、採点が入ってくる。それを今日の授業の

成果を見て、次の日の授業の教材を考えますよね、45分の授業

の中で。だから「働き方改革」というのは、時間だけを重要視

したら非常に問題があるのではないかと私は思います。やはり

学力向上云々といったら、教材研究が大事ですよね。そして指

導技術を高めなければならないですよね。そうしたら児童生徒

の実態をきちんと見極めなかったら、質的向上は図られないと

思います。だから非常に難しい問題だと私は思います。 

教育長 不登校の 30 日と同じで、あの数字、80 時間の根拠は、いつの

間にか 80時間と出てきたのですが、それは先程も話しましたよ

うに、中学校では大体この時間に終わると。そこから部活動を

して、何々をして、そこまではいいだろうと。ただ、その時間

内でいくと大体80時間になるのではないかという計算の仕方な

のです。 

ところがその時間というのは、教材研究は、部活動を２時間ぐ

らいすると、１時間くらいなのです。１時間もないかもしれま

せん。その中で採点して明日の授業の準備となると、ベテラン

の先生、平塚委員のような先生だったらできるかもしれません

が。採点するのを見ていても、この前も言ったんだけど、うん、

うん、うんなんて採点しているのです。もう少し採点を早くし

ろと言ったら、いや、教育長、ちゃんと見なければならないん

ですなんて言ってやっているのです。例えばですよ。そういう

初任層の教諭というのはやはり時間が掛かるんですよね。そこ

はゆっくり、じっくりでいいと私は言っているのです。それで

掛かって80時間を超えたらしょうがないと言ったらまずいので

すが、現実的にはそういう問題はたくさんあります。 

平塚委員 部活動も同じですよね。県大会に何名行ったとかどこの子が行

ったとかとなったら、やはり一生懸命練習しなかったら、成果

に結びつかないですよ。だからすごく難しいです。 

教育長 部活動は、平日は２時間以内、休日は３時間以内ということは

守ると。これはいいのです。要は、その２時間の中でどのよう

な練習をするか。「部活動ガイドライン」は何も練習を手ぬるく



27 

 

するということではないということは話しています。 

ただ、先生方の中には、やりたいんだから、必ず書かなければ

ならないのですかという先生もいるんです。それを、書かなく

てもいいんだとも言えないところもあるのですが、難しいです

ね。 

女川小学校、中学校では、まだ子育て中で子供が生まれたばか

りとか小さい子供さんのいる方がいらっしゃらなくて、退庁時

間にすぐ子供を保育所に引き取りに行かなければならないとい

う先生はいらっしゃらないのです。もしそういう先生方がいた

としたら、学校では在庁時間は５時間とか 10時間にしかならな

いはずなのです。その先生はそれでいいのかといったら、家で

やるというのです。それで前の永野指導主事は、家に帰っても、

学校のパソコンと繋がるようなシステムを作りたいということ

を言っていたのだが、それは在庁時間にはならないが、在家時

間というのですか、それは別なんですかというような問題もあ

るのです。 

いずれにしても教員の残業の時間を少なくするにはどうするか

ということは、一人一人の先生、あるいは、その学校の職員構

成によって違うと思うんです。その難しさがあるんですね。 

平塚委員 女川町は加配があるので恵まれていますよね。 

教育長 おっしゃるとおりです。 

部活動は必ず複数顧問にしているのですが、ただ、やはり私み

たいな先生はいっぱいいて、私ちゃんとやりますから、先生い

いですなんていうようなところはあるのです。それはそれでう

れしいことなのですが、その辺が難しいですね。 

新福委員、いかがですか。 

新福委員 うちの妻も中学校の教員で、まだ働いているのですが、退職間

近なのですが。夜電話をしたら、９時に帰っていないんです。

話を聞くと、定年間近なのに、それにもかかわらず、仕事が終

わらないというんですよね。だから教員としての仕事量という

のがあまりにも大きすぎて、それを時間で削ろうとしても、や

はり家に帰ってからとか、土・日にやったりとか、制度的に疲

労している感じが話を聞くと思いますよね。そういう中で、ど

うこの80時間に収めていくかというのは非常に困難な感じがし

ますね。 

これを見ても、多分管理職の先生二人も指導をされていると思

うのですが、毎回上がってくるのは、こんな感じですものね。

だからこれをどう解消していくかというのは、女川町で考える
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レベルと国の政策レベルで比較すれば、政策レベルでもうちょ

っとやってくれないと厳しい状況があるかなと思いますね。だ

から、できるところを削っていくというところになるとは思う

のですが、そのできるところというのがよく分からないと。何

が。 

教育長 みんな大事だし、それをやるのには、メンバーによっては１時

間で終わるメンバーもいれば、３時間掛かるメンバーもいると。

本町の場合はどうしても初任層が多いので、手取り足取りやら

なければならない部分があるので、ほかの倍は掛かるというこ

とですね。 

以前のように、平塚委員もとくとご存じのように、家に帰って

アパートに一人でいるよりも学校の職員室にいた方が楽しいな

んて残っていた時代、それは在庁時間ではないぞと言っていた

のだけど、今そういうのはあまりないのですが、ただ、そこで

の何気ないコミュニケーションというか、それが実は大事と私

は言っているのです。それもみんな書かなければならないのか

というようなことは、そこは任せるからと言って、私はここは

あまり言っていないのです。80時間云々ということは。ただ、

校長先生たちには配慮してほしいということで言っているので

すが。逆に先生方には頑張らなければならないぞと言っている

から、まずいのかなと思っているのです。 

新福委員 校長先生は年休を20日消化しなさいと書いているじゃないです

か、山野校長先生が。こういうところでやっていくしかないの

かなと思うのですね。そうすると部活も全部しなくてすむから、

丸々一日休めて、勤務時間が減っていくということになると思

うのですが、今でも有給休暇を消化するというのはなかなか、

難しいですものね。担任とかしていたら特にですけど。 

平塚委員 長期休業中でしょう。 

教育長 長期休業中にまとめるようにしています。 

今は、お盆前後はかなり休めますので。 

町長 難しい話ですけど、一日 24 時間で、24 時間の中でやることは

増えているけれども、24時間の枠は広がりませんから。となる

と、一人に追わせているものを、チームとしてとか全体として

平準化、何かの業とするような何を誰かが、代行というと変で

すが、そこを担う専門の人、例えば事務系の人を入れるという

ような仕組みを作っていかないと、それはできないと思うので

す、そもそも。 

平塚委員 教員数を増やして、１学級を２人でやって、事務的なものと指
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導員として。 

教育長 そのあたりも。でも本町はそれに今おかげさまで近い状態なの

です。近い状態になっているのですが、その事務的、やってい

ますよね。それが、例えば私と平塚委員が組むのだったら半々

分けてとやりますが、結局、まず最初に教えなければならない

のです。その時間帯が、本当は１時間・１時間でやれるところ

を３時間くらい掛かるのです、教えなければならない。通信簿

一つ書くにしても。採点一つにしても。採点した後に、この評

価はどうやるのですかとなった時に、もしベテランだったらあ

の方法でとそれで済むのだけど、これを全部やってとか、こう

いうことでやって、分布してなんていうことになると、結局そ

こで時間が掛かるのです。だから本町では、ある程度しょうが

ないなと思っているところはございます。 

ただ、小学校がこうやってやっているということは、やはり復

興加配、あるいは通級指導加配があって４人先生をもらってい

るし、町からもらっていますので、それだけでも全然違います。

あと事務補助員もいますし。事務を２人もらっているので。だ

から、マンパワーの効果というのは明らかに本町は小学校では

出ていると思います。 

ただ、部活動などとなってきた時に、もっとやらせてほしいと

時々言われるのです。誰が決めたのですか、教育長、１日２時

間と。教育長の時なんて４時間くらいやっていたのではないで

すかと。それは言わないでということは言うのだけど。そこは、

思いっきりやれるところはやっていいよと、ハイシーズンの時

はバンバンやっていいよとは言っています。ただ、ここからこ

こまで部活動、ここからここまでスポ少とか、そういうことは

やめろと。やるのなら徹底してやれということは言っています

ので、その辺の兼ね合いですね。 

本町の場合は教員構成が一番影響していると思います。一方で

小学校でこういう大きな課題が見えないというのは、やはりマ

ンパワーだと思います。 

町長 現状を共有するぐらいしか、こちらでは言えないですね。議論

してとか意見を出して、変わる、変わらないという話ではない

ところだと思いますので。 

阿部委員 民間で言ったら、一発で労基でアウトな話ということですね。 

教育長 それを言われたのです。教育長、いっそそういうことを言うけ

ど、民間で労働基準とかと言われたら一発だよと言われたんで

す。いや、現場はそうではないのだと。例えば生徒指導の問題
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が起きたら、はい、ここで時間です、終わりですというわけに

はいかないのだと。本町ではたまたまないから、これが以前の

某中学校のような問題が毎日のように出てきたら 10 時、11 時

ですから、100時間なんてすぐですね。それを言っても始まらな

い時代なのですが、難しいですね。 

新福委員 女川町の人材として中学校の部活動指導にご協力してくれるよ

うな方々というのは。 

教育長 今、正式にやっているのはサッカー。あとスポ少などの支援を

いただいているのが野球、柔道でございます。正式にお願いし

たいのですが、県からもらう枠は２枠あって、もう一人できる

のですが、なかなか人材が、お仕事の関係で休めないというと

ころですね。サッカーは１名正式にお願いしています。 

ただ、やはり先生は、私もやります。だめですと言うのです。

それを本当はだめだと言わなければならないのですが、よしよ

し頑張れと言っている時はあります。ありがたいこととはいえ、

逆行することですが。難しいですね。 

新福委員 部活動指導は魅力がありますから、教師にも。言うことを全部

聞いてくれる、子供が。学級では聞かないが、部活になると、

はい、はいと聞くと。 

教育長 それは厳しい、ある面うれしいご意見ですが、ちょっと身に詰

まされるような。 

ただ、永野指導主事がやっていたように、例えば子育ての方と

かが来た時には配慮しなければならないところもあります。そ

れで例えば家のパソコンでも、学校とつなげてできるとか、先

程課長からＩＣＴ関係とあったけど、そういうことまで考えて

いただいております。そうすると一人でも二人でも、女川に行

くと家でもやれるよと。それがいいかどうかは別にして、そう

いうことも考えたのですが。逆行すると言われましたが。 

ただ、県立では多分やると思うんです。 

町長 では、これについては、うんとみんなで悩みながら。 

教育長 すみません、この話題を出して。 

町長 環境改善というか、環境改善だけではないですね。いずれ前向

きに頑張ることと時間のバランスをとることを願っていますが、

大変だとは思いますが、何とか教育長はじめ、教育委員会事務

局の皆さんにいろいろ頑張っていただきたいと。そうしか言え

ませんが。 

では、この「働き方改革」については、まず現状認識を深めさ

せていただきましたということで、終わらせていただきます。 
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３番「その他」ということで、多分何かしらおありかなという

ことで、時間もあと 30分切っていますので、何かしらネタ振り

みたいな何かあったりしますか。この段階ではいいですか。 

では、何かしらありましたら、今日のこの議事以外の部分で話

題提供をお願いします。 

阿部委員 今、生涯学習課で図書館の方で一生懸命 Twitter をやったり

Facebook、ＳＮＳの発信がすごく盛んになっているのですが、

町の Twitterとの連携というのが、いまいちなっていないとい

うか、やっていないというのは、内規があるというのをちらっ

と聞いたのです。町の Twitterを作る時の内規で、フォローし

ないとかリツイートしないというのを決めたというのがありま

すが、ほかの他団体であるとか全然関係ないところであればそ

うだと思うのですが、同じ役場内でやっている事業に対してそ

れを適用になるのはどうなのかなと。教育委員会だけのという

のは確かに。 

町長 リツイートはしていますよ、過去さかのぼると。 

阿部委員 それは現担当者がちらっとそんなことを言ったのです。なので、

そこをせっかくなので、うちの町、結構なフォロワー数います

から、図書館の方のＰＲを後押ししてあげるだけで。 

町長 その内規の存在を知らないですね。 

阿部委員 私も知らないですけど。 

町長 ほかのイベント系のリツイートは結構、以前していたはずなの

で。何か文章の読み違いをしている可能性もありますから。 

阿部委員 そんなことを言っていたので、確認してもらえればと思います。 

町長 はい、分かりました。ではこちら側で。リツイートどころか、

ツイートもしていなかったですから、最近まで。 

教育長 図書室は、高校生が、帰って来て、あそこにまず寄って、勉強

していくと。座席まで決まっているような、非常に望ましい姿

になってきております。 

生涯学習課長 今、図書室の Wi-Fiの整備もさせていただきました。今、パス

ワードを図書室に貼り出しまして、図書室の空いている時間帯 

のみですが、そういった形で Wi-Fiをやってネットの環境を整

えて、あと今ありましたように、図書室の Facebook、その辺を

見ると結構な数で更新をさせていただいています。むしろ町の

「ちょっと女川お知らせツイート」ですか、あちらとのリンク

の関係が今どうなっているか、私もその内規的なところはあま

り聞いたことはないので、確認しようと思っています。 

図書室の利用に関しては、かなり Facebook等のフォロワー数も
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結構な数がいるので、また、まめに更新をしてもらっているの

で、その辺はこのまま進めていきたいというふうに思います。 

町長 そちらを確認させていただきたいと思います。 

まず皆さんから、いつも議論をされていると思うのですが、教

育委員会としてどういうふうに、向学館さんと言ったらいいの

か、カタリバさんと言ったらいいのか分かりませんが、という

話で。 

教育長 まず担当と、事務レベルと言ったら失礼ですが、話をさせてい

ただいております。まず大原則は、場所はとにかくお借りしま

すと。あと、町が国に代わって予算的な面云々というようなこ

とは、これはまだ何とも言えないというような、大原則はそこ

までで、あと私としては、どんな色を出すか、それをとにかく

早く決めてほしいと。それを保護者に周知等をして、令和２年

度あたりから明確にやっていこうということで、今、教育委員

会の担当としては、男澤教育指導員と小楠教育監がいろいろ話

をしているところで、間もなく小中向連絡協議会で女川向学館

の色というか、あり方というか、それについては、そろそろ出

したいと思っているところでございます。 

町長 まず、教育委員会というか、まず所管としてはそちらになるの

で、もちろん意思疎通なり、そこはもちろんあるんですよ。あ

るけど、一応建付け上としては、どう向学館、あるいはカタリ

バさんとやっていただいて、その方向性とかという話だと思う

のですね。あとは財源の部分をどうするのかというところで、

それは多分、では今と同じ満額かというと、結構そこは、やっ

てやりたいもちろん子供たちでございますが、それが例えば 10

年 20年というスパンでいうと、不可能かといったら多分やれる

のですが、ただ、その前に考えるべきことだとか、本当に適正

サイズだとか、事業としてどういうふうな組み立てがいいのか、

やはりそちらの方が大切なのだと思うんですよね。 

ということで、まずその辺をきちんと、この関係、首長部局サ

イドも、教育長部局サイドも、あとは関わってくる皆さんで共

通認識ですね。共通認識というのは、きちんと共通の絵を描い

ていくということがまず大切かなというふうに思っています。 

そうすると今度、長期の部分でどう見ていくかですよね。この

８年、本当に勉強するところがないところから、路上の、あの

写真にあるような姿から始まってというところで今日まで来て

いるわけですが、役割は変わっているけど、求められているも

のは結構同じだったりしてということになっているのですが、
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では、この女川の地という部分で、では 20年コースで頑張りま

すよというふうにカタリバさんとしてそういう認識をお持ちい

ただけるかどうか。年限限定となると、その後のことも考えて

仕組みを作らないといけないと思うので、長期的なそういうビ

ジョンというものがもし構築できるのなら、いただきたいと。

それはずっと持ってということではなくて、ここまでだという

のだったらここまででもいいと思うのですが、それはこちらで

セットくらいのお話はできても、こちらで決められる話ではな

いですから、そこはぜひ率直な部分ですよね。時間軸の感覚で

いただきたいなというふうに思います。 

あと一方で、ではそういうふうにやった時、今度マンパワーだ

とか、そこをきちんと、お互いなんだけど、向学館さん側でも

そこをきちんと維持なり獲得なりできるかというのは、今、現

状でもありますよね、そこの部分は。何といってもインターン

する学生さん自体が、多分分母が減っているから、分子の方も

同じ比率だったら、当たり前に減っていくわけで、そういう中

でどういうふうにその人材というのをつかんでいただけるかと

いうのも一方ではあるのかなと思います。 

あとは町全体としての仕組みの中での位置というのか、どうい

うふうに。これは今度こちらも考えていくこと、それこそ一緒

に考えていくべきものだと思うのですが、令和２年度というふ

うに、今の予算は、来年度はぎりぎりあるのですか。（「来年度

までは」の声あり）まではある。だとすると、来年度あるから

といって来年度考えるのではなくて、今のうちから考えておか

なければいけないですよね。 

教育総務課課長補佐 率的な部分はもしかして（「下がるでしょうね」の声あり）そこ

は１、２年で 100ではなくて、最初は 70とか 80とか、あとは

入札差金とか何とかでというような形になっていますから、そ

の辺はまだ分からないです。 

阿部委員 向学館さんの方は、できることであれば、ずっと残ってやって

いただきたいという思いは強いんですね。特に、前々からこれ

は私もずっと言っていたのですが、高校生の居場所という機能

は震災前は女川にはなかった部分で、それが小・中教えること

によって培った信頼が、高校に入ってから、今、向学館の場所

が高校生の居場所になっている。そこで年の近い、まさに「ナ

ナメの関係」というところが、またちょっと年が離れていって

いますけど、「ナナメの関係」というところで、大学を卒業した、

するというぐらいの年代の子たちが一緒に飲みましょうとかと
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いうという形でいまだに続いているというのは非常に、女川の

子供たちの将来を決めるという部分ではすごく大事な相談相手

だと思うんですね。これをなくすというのは、本当にいいのか

なと。 

様々な面で女川の子供たちは高校に入ってから活躍しているじ

ゃないですか。仙台三高行ったＡ君しかり、聖和学園に行った

Ｋさんしかり。学習面ではないですが、ＩＴ系だと自分で事業

を興して、仕送りをもらっていないという大学生もいる。 

そういう子たちが家以外に帰ってくる場所。その子たちがそこ

にいるということは、そこにいる小・中・高校生がまずそこに

繋がるというふうな場所になっていくわけで、また自分たちの

先輩から刺激を受けて、新しい道を決めていくと。非常に大事

だと思うのです。なので、その機能だけは絶対なくしたくない

というのは個人的な思い。 

だけど、今の学習塾的な機能は必要なのかと言われた時には、

ちょっと疑問。「働き方改革」の部分の話が前段出ていたからで

すが、こちらができたら、逆にほかの部分のアシストを現在の

スタッフにやってもらって、先生方の負担軽減と、小学生、中

学生との心の繋がりを強くする場という形で機能してもらえれ

ば、高校に上がってからも今のようになっていくのではないか

なと思ったり。 

せっかくの総合教育会議の場ですので、例えば生涯学習センタ

ーの図書館の管理みたいなものも一つの考え方なのかなという

のは個人的には思いました。 

まさに今そこが高校生の居場所になっているという意味では、

合わせ技一本でみれるというふうな話になりますし。 

町長 ここもそろそろ財政面、財源も全部ワンセットになってくると

ころですね。 

阿部委員 あとは、いろいろ予算の出方の問題とかあるのでしょうけれど

も、ケアハウスであるとか、あとは放課後児童クラブであると

か、それは本当に分けなければいけないのか、ある程度整理統

合できる部分があるのではないかみたいなところまで一度見て、

女川的な仕組みを作り出すというのも、１年半かけてできるの

であれば、そこまでできればいいのかなというのがあります。 

町長 全くおっしゃるとおり、そのように思っていて、先程来の学校、

ただ、学校側にコミットし過ぎると逆に動きにくくなるところ

もあるのかなと思うのですが、ただ、一緒にはまってもらって、

やってもらえる分があるなら、逆に積極的にやっていくのは両



35 

 

者にとってもいいのだと思うんですね。だから仕組みの前に、

考え方ですよね。なぜこうするかという部分。それに基づいて

全体の仕組みが出来上がっていくわけで、そこをきちんと、ま

ずフレームというか軸になる考え方を年内なり、遅くとも年度

内、それで次というところに向けて、令和２年度はそこへ向け

て、今までのことをやりつつ、準備もしていくという走り方が

できればいいなと思うので、先程、向学館あるいはカタリバと

してまずどう考えるかというのがあるといいと言っていますが、

こちらとしてはいてもらいたいのですが、もちろん。なのだけ

ど、そこにいる意味を皆さんの方で見いだせるかどうかとか、

見いだしていただいているかどうか。多分あると思うのだけど、

ただ、こちらから断言もできませんし、組織として判断いただ

くところがあるはずですから、そこはぜひ関係の皆さんと。 

大槌はどうされるのか、ちょっと私も聞いてみたいなと思いま

す。 

また普段の協議を含めて場をきちんと設定しながら。先程の指

定管理も、一つの方策としては十分あり得るやり方、選択だと

思いますので、教育委員会制度でそういうところは、まず議論

というか、方向付けも必要だと思いますが。 

阿部委員 今現在、商工会主催の女川商売塾という形で女川小学校の５、

６年生がやっていますが、チーム分けをしたところに向学館の

スタッフの皆さんが各チームに一人ずつ張り付いてくださって

いるので、土・日に開催する時でも、担当の先生が一人学校か

ら来ていただければ、それで十分回りますし、子供たちも、気

心の知れた先生がいろいろアドバイスをしてくれるということ

で、非常にうまく回っているわけです。 

ですので、この場で生活実学の話が始まったという意味では、

向学館のお手伝いがあって、そこまで今、花開いてきていると

いうのもあるんですよね。だから、一機能だけでちょっと、ほ

かにできない部分までも向学館の存在はすごく大きくなってい

るなと。 

あとは高校生の就業の部分もですよね。そういった部分なども、

今までは地元企業に高校生を紹介する場というのがなかったじ

ゃないですか。それで地元への就職という道が少しでも広がれ

ばという部分も出ていますし。単で考えられないですよね。一

教育だけというふうには考えられない。広く見ながら、または

カタリバさんとしても、この町でどうしたらいいのかみたいな

ところをしっかりと考えていただいてというようなところで、
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どこで折り合いをつけるのかという話なのかなというふうに思

っています。 

教育長 本来持っているカタリバの用をどこまでさせて、あと大槌であ

れ、女川であれ、その色とどうあと合わせるかだと思うのです

ね、基本は。今度、今村代表いらっしゃる時にそこで、常に話

しているので、カタリバさんはカタリバさんの本音持っている

ものというのは、阿部委員がおっしゃったように大事な部分な

のですが、教育委員会としても、こんなところは見てもらいた

い、あるいは個別指導を徹底してもらいたいとか、そういう希

望はあるので、今、担当としてやっていただいていますが、そ

ろそろ出さなければならないと思っております。 

国の動向等についてはもちろん、人、物、金の順番で大事なの

ですが、あとは、私個人的には人の部分も大きいかなと思って

おります。一人一人の持っているものというか。それも随分本

町もカタリバさんも変わってきているので、そういうことも踏

まえながら、いずれ今ご意見いただいたことを踏まえて、本当

にこれまで一生懸命やってきたので、紆余曲折しながらもやっ

てきたので、いい方向性というか。ただ、その場限りでないよ

うなものを、この頃使うのですが、持続可能なものをこれから

やっていかなければならないと思っております。 

町長 ありがとうございました。ぜひしっかりと話し、認識を深めさ

せていただいて、進めていければと思います。 

ほか、皆様から何かしら今日出しておきたいというのがござい

ましたらですが、大丈夫でしょうか。時間的にはほぼ、予定時

間が近づいておりますが。 

 （発言なし） 

町長 では、今回、令和１回目はこの程度とさせていただいて、本町

では３回あるということでございますので、次回以降もまた、

私もいろいろ話もさせていただきますし、皆さんからも話題、

考えを出していただきながら、また今後の本町の教育行政に生

かしていければと思いますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

では、議事はここで終わらせていただきます。 

13 そ の 他  

教育総務課長 ６番の「その他」に入りたいと思いますが、皆様、改めて何か

ございませんか。 

教育長 すみません。２回目、私の独断で恐縮でございますが、生涯学

習、特に運動施設、それから体協、スポーツ少年団の方で、課
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長にも、阿部参事にも大変ご迷惑をかけているのですが、メン

バーが２人とかそういう状況の中でやっていただいております

ので、いわゆるスポーツの方の議題に改めてよろしいですか。 

 （「はい」の声あり） 

教育長 ここで申し訳ないのですが、次回はそういう形でさせていただ

ければと思います。 

教育総務課長 それでは、次回の総合教育会議を生涯学習課と相談させていた

だきまして、調整させていただきますので、よろしくお願いい

たします。 

それでは、以上をもちまして、令和元年度第１回女川町総合教

育会議の一切を終了させていただきます。本日は大変ありがと

うございました。 

14 閉  会 午後３時 00分 

  

 


